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Ⅰ　基本情報

募集方法

（1）　統括管理業務
（2）　施設・設備等の維持管理に関する業務
（3）　事業の計画及び実施に関する業務
（4）　施設の利用等に関する業務
（5）　前各号に掲げる業務に付随する業務

一般社団法人札幌市区民センター運営委員会

令和５年（2023年）4月1日～令和10年（2028年）3月31日

施設数：１施設

指定単位
施設数：１施設

複数施設を一括指定の場合、その理由：

３　評価単位

非公募

非公募の場合、その理由：当センターが、地域社会に関係の深い団体によって継続的に管理運営さ
れることにより、地域住民がまちづくり活動に直接参加する機会が作られ、地域住民自らがセンター
の管理運営を通して把握された地域課題の解決に取り組むことによって、地域住民間の信頼関係
が築かれ、地域社会における絆の強化につながることとなる。また、まちづくり活動の担い手の育成
に寄与することも期待される。このようなことから、設置目的の実現のために、地縁による団体によ
り設立された団体及び当該設立された団体を主な構成員とする団体並びに当センター等の管理運
営に関わりを持つものと市長が認める地縁による団体の推薦を受けた団体により、現に良好な管理
運営が行われている場合には、継続的に管理運営を行わせるために非公募としたもの

指定期間

複数施設を一括評価の場合、その理由：

名称

業務の範囲

指定管理者評価シート

事業名 地域コミュニティ施設運営管理費 所管課（電話番号） 手稲区市民部地域振興課(681-2445)

２　指定管理者

事業概要

目的

開設時期

１　施設の概要

平成元年11月6日 延床面積

札幌市手稲区民センター 所在地 札幌市手稲区前田1条11丁目名称

（1）　各種講習会、講演会等の開催、体育、各種野外活動等のレクリエーション活動の推進、
　　その他必要な事業を行うこと。
（2）　一般の使用に供すること。

ホール(200人収容)、会議室(5室)、和室(2室)、視聴覚室、料理実習室、駐車場

3,112.22㎡

主要施設

地域住民のコミュニティ活動の助長及び生涯学習の普及振興を図り、もって地域住民の福祉の増
進に寄与する。
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Ⅱ　令和６年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

・仕様書の内容を
いずれも適切に実
施されており、要
求水準を満たして
いる。

・貸室や事業実施
において、公平・
公正な対応に努
め、施設の平等利
用を確保している
ことや、職員間の
情報共有に力を
入れていることは
評価できる。

日常的に環境負荷
の低減や資源の有
効利用に努めてい
る。特に室温管理に
ついては、貸室利
用者の理解・協力を
得るとともに、区役
所と連携しながら、
適正な室温管理を
行っている。

項　目 実施状況

　公の施設に求められている「公平」「公正」「公開」の３原
則を基本に運営している。
　具体的には、
・抽選による貸室決定
・講座、地域交流事業等の広報活動の充実及び参加者の
拡充
・ロビー、掲示板利用の適正運用
・個人情報の厳正な管理
・運営協議会への事業報告及び意見等の聴取

貸室の決定及び各
種事業実施につい
ては、苦情やトラブ
ルもなく、公平・公
正性は確保されて
いると考える。ま
た、掲示板について
は掲示に係る要綱
を制定し、公平性・
平等性の確保を担
保している。

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

手稲区民センターは、地域コミュニティの中核として、施設
設置目的の実現はもとより、潤いや活力ある地域づくりを
担い、自らが「まちづくり」に携わっていかなければならな
い。
　そのため、区民のまちづくり活動を支援・協力することと
し、①まちづくりに興味を持つ契機となる場を提供するこ
と、②専門性を有する機関と協働することにより、地域の人
材の発掘と活用・育成を促すこと、③情報発信・受信の拠
点となること、④区民から親しまれる施設を目指すこと
　を基本とした管理運営の基本方針を定めている。また、
行政に関する問合せが区民センター窓口にも多く寄せられ
ることから、⑤手稲区役所庁舎案内業務の補完的役割を
務めることも基本方針としている。

指定管理者
の自己評価

▽　管理運営に係る基本方針の策定

所管局の評価

「札幌市区民セン
ター条例」の施設設
置目的に基づいて、
地域コミュニティの
中核として、地域住
民が気軽に利用で
き、かつ親しみのあ
る施設として運営す
ることを目指してい
る。また、手稲区役
所と一体となった建
物に設置されてい
ることから、行政に
関する問合せにつ
いても、手稲区役所
と連携しながら、可
能な範囲で対応し
ている。

　①電気・水道・紙・エネルギー使用量の節減、　②廃棄物
の削減・リサイクルの徹底、　③環境に配慮した用品の使
用　について日常的に意識しながら行動するとともに、適
時、環境保全についての職員研修を実施するほか、さっぽ
ろエコメンバーのレベル３に更新登録し、職員の環境行動
に対する意識の醸成を図った。また、区役所玄関ロビーに
設置されている廃食油回収ボックスについて、適時区民に
周知することにより、家庭からの廃食油等の回収に協力し
た。

（１）統括管理
業務

1　業務の要求水準達成度
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・当法人において、手稲区民センター運営委員会を組織
し、管理運営を行っている。事務局には、統括的な責任者
として「事務局長」、事務局長の職務代理者として「次長」、
このほか常勤の職員３名を配置している。
・事務分掌、指揮命令系統、連絡系統等を定め、管理運営
にあたっている。
・研修計画に基づいて研修を行い、業務知識やスキルの向
上を図っている。

一般社団法人札幌
市区民センター運
営委員会として、市
内９ヵ所の区民セン
ター運営委員会が
組織・運営されてお
り、一体的な管理運
営に当っている。

①区民センター利用状況、利用料収入
状況②講座・事業計画執行状況③てい
ぬグッズ販売状況等④その他・意見交
換（研修等について）

第３回

①区民センター利用状況、利用料収入
状況②講座・事業計画執行状況③てい
ぬグッズ販売状況④アンケート結果⑤
その他・意見交換（ホールの土足可否に
ついて）

運営協議会委員に
よる様々な視点か
らの意見は、今後
の管理運営の参考
となっている。引き
続き、管理・運営に
関する適正な情報
の提供、意見交換
など会議内容の充
実を図っていきた
い。

・情報共有を明確化するため、事業日誌を作成している。こ
れにより、常勤職員だけではなく夜間勤務のシルバー人材
センター職員への引継ぎ事項の周知も徹底されることとな
り、全ての職員が情報を共有できる体制が確立されてい
る。
・市民サービスの徹底、効率的な事務執行、業務改善及び
事故防止などについて、適時職員同士が話し合い、相互理
解に努めている。

事業日誌は、事後
であっても必ず全員
が目を通すことによ
り、情報を共有して
いる。また、事案に
応じて、ミーティング
の機会を設けるな
ど意思統一を図っ
ている。

・夜間案内業務については、札幌市シルバー人材センター
に委託して行っている。
 ・当該職員に対しては、事前研修及び業務研修を実施して
いる。また、業務日誌により区民センター職員からの連絡
事項を確認し、実践するなど適正な業務遂行の実現に努
めている。

①区民センター利用状況、利用料収入
状況②講座・事業計画執行状況③てい
ぬグッズ販売状況等④その他・意見交
換（新規顧客等について）

第１回

第４回

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等の
開催）

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確保、
受託者への適切監督、履行確認）

開催回

第２回

夜間案内業務にお
いても、市民サービ
スの向上に配慮し
た対応を行うよう指
導している。

①５年度収支決算及び講座・事業報告
②５年度収支予算及び事業計画③５年
度施設利用状況等④ていぬグッズ販売
状況⑥その他意見交換（施設利用率等
について）

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従事
者の確保・配置、人材育成）

協議・報告内容
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・記録：事業日誌（職員用、夜間案内業務担当用）を作成
し、日々の状況を記録するとともに、職員間において情報
共有を図った。
・利用者アンケート：令和７年２月１日（土）～20日（木）に実
施。アンケート結果は、1ヶ月間掲示するとともに、運営協
議会においても報告した。
・事業報告については、毎月地域振興課に結果を報告し
た。
・区民講座ごとにアンケートを実施しており、職員全体でア
ンケート結果を分析し、指定管理者自己評価及び事業計
画等に反映させている。

事業日誌等を整備・
保管している。ま
た、講座、事業の終
了後には、参加者
アンケートを実施
し、これらの結果を
踏まえ、利用者
サービスの向上に
繋げてきた。

・手稲文化祭実行委員会
毎年、手稲区民センター運営委員会と手稲文化協会との
共催により手稲文化祭を開催しており、当該文化祭の企
画・調整の場として、３～４回に渡って会議を開催している。

▽　要望・苦情対応

①稲積安全安心まちづくり協議会事務局長、②３B体
操イブ代表、③生け花サークル貴草会代表、④オカリ
ナアンサンブルBis代表、⑤札幌市手稲区地域振興課
長、⑥手稲区民センター運営委員会委員長、⑦同副
委員長（計7名）、○オブザーバー:　手稲区地域活動担
当係長、○事務局　区民センター運営委員会事務局
長 各実行委員協力の

もと、毎年盛況のう
ちに終了している。

＜協議会メンバー＞

運営協議会委員に
よる様々な視点か
らの意見は、今後
の管理運営の参考
となっている。引き
続き、管理・運営に
関する適正な情報
の提供、意見交換
など会議内容の充
実を図っていきた
い。

・要望、苦情対応は、マニュアルを作成し、職員に周知して
いる。
・要望等への対応は、事務局長を責任者とし、不在時は次
長が情報を集約し、対応を行うこととしている。
・６年度は、利用者アンケートの際に寄せられた要望等の
ほかは、特記すべき要望、苦情はなかった。日常業務の中
で利用者から寄せられる要望、苦情については、実施可能
なものは即時に対応し、対応困難なものは、丁寧に理由を
説明し、ご理解をいただいている。従前から、要望や苦情
の内容、対応経過については、必ず職員と情報を共有し、
組織全体の問題として解決にあたっている。
・札幌市への報告
　アンケートの意見要望を含め、苦情・要望の内容、その対
応については、区民センター運営協議会において説明する
とともに、早急に区役所に報告している。
・利用者アンケートにおける意見、要望については後記の
とおり対応した。

要望、苦情を受けた
ときは、その内容を
分析し、対応できる
ものは速やかに実
施するとともに、申
出者には、丁寧な
説明を行っている。

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）
・資金管理は、指定管理業務、自主事業ごとの区分経理を
実施しており、顧問税理士事務所による点検、確認を行っ
ている。。
・現金等の取扱いは、会計規程を整備し、複数職員による
確認及び収納により厳正に管理している。

現金の保管・取り扱
いは、職員はもとよ
り夜間シルバー人
材センター職員にも
厳正に取り扱うよ
う、日頃から注意を
促し、適正に行って
いる。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリン
グの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己評
価の実施）
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

管理運営にあたり
関連する関係法令
を遵守し、就業規則
など必要な規定を
整備するとともに、
職員が常に関係法
規を閲覧できる環
境を整えている。

備品等の更新につ
いては、計画的に、
かつ予算の範囲内
で対応していきた
い。

事業実施にあたっ
ては、事故が起きな
いよう防止策を徹底
するとともに、起き
た場合を想定した
対応策についても
常に念頭におきな
がら実施している。

施設の維持管理に
ついては、施設利
用者に安心して使
用していただくた
め、日頃から施設・
備品等の点検を実
施している。

（２）労働関係
法令遵守、雇
用環境維持
向上

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修
繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

・備品管理
　備品の更新や修理については、予算の範囲内で、計画的
に実施している。なお、机や椅子のキャスターの取り換え
等軽易な修理等は、職員が実施している。
　また、新型コロナ感染症の５類移行後も、設備・備品の清
掃については、消毒液を使用するなど、継続した感染防止
策を行っている。

・防災対応等
　区役所の防災訓練へ参加し、区役所とも連携しながら非
常時の事態に備えている。

▽　防災

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上へ
の配慮、連絡体制確保、保険加入）

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上(事故の有無な
どの安全衛生面を含む)

・札幌市区民センター運営委員会職員・臨時職員就業規則
等で、勤務時間、休暇、健康診断、服務、給与など労働条
件を定めている。
・労務管理に関する相談・指導は、顧問社会保険労務士事
務所と連携し、事務体制を整えている。
・賃金、給与に関する事務処理については顧問税理士事
務所と連携し適正な処理を行っている。
・職員については、労働契約法の改正に伴い、無期労働契
約申込権が発生した全ての職員と無期労働契約を締結し
ており、人材の定着、モチベーションの向上を図るために
も、今後も継続した雇用体制を確保していく。
・常にワーク・ライフ・バランスを意識し、年次有給休暇の取
得奨励とともに、働く女性の健康が保持され、家庭などで
の充実した時間、自己啓発や地域活動の参加のための時
間が確保できるような体制の構築に努めている。

・利用者等の安全確保、市民サービス向上への配慮
　貸室利用後の設備・備品の確認、清掃、忘れ物の点検等
は必ず実施している。また、設備・備品の修理については、
少額・軽微な物については、職員が修理している。拾得物
は、「忘れ物記録簿」により管理し、落とし主が分かる場合
には、速やかに連絡し返還している。
・連絡体制の確保
　総務企画課職員、防災センター職員、清掃作業職員及び
警備職員と常に連携を取りながら、忘れ物の収受の確認、
館内の清掃情報の共有、会議室内の温度調整等による節
電対策や防災・防犯対策を実施している。
・損害賠償保険については、管理業務等仕様書に適合した
ものに加入している。

・関係法令を遵守
し、適切に対応し
ている。

・仕様書に基づき
適切に管理を行っ
ており、いずれも
要求水準を満たし
ている。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

回数 人数

5 20

5 13

1 23

1 30

6 30

4 18

5 14

6 20

4 14

6 23

4 35

47 240

回数 人数

1 362

1 275

1 136

12 359

1 171

1 23

1 1,260

18 2,586

▽　施設開放事業（無料）に関する業務

回数
等

人数
等

66 176 — —

２
団体 —

（4）事業の計
画・実施業務

▽　区民講座に関する学習機会の提供業務

688%

こども遊びの駅 参加者数 85%

手稲区民ダンスの集い

満足度 125%

北海道科学大学特別講座

ご近所先生企画講座
人生100年より良い日々を送る

計11講座 ー ー

125%

満足度

手稲山ウォーキング

125%

みんなで楽しく歌いましょ
う！Ver.2

満足度 125%

達成率

125%

ご近所先生企画講座
体幹トレーニングで心身を整える

ご近所先生企画講座
健康まーじゃん入門 満足度

はじめてのパークゴルフ入門

いきいきリンパ体操

初心者のためのボーリング講座 125%

125%

キャッシュレス決済とは

みんなで楽しく歌いましょ
う！

満足度

125%

満足度 125%

満足度 125%

満足度

満足度

囲碁・将棋自由開放

▽　地域住民の交流等を目的とした事業に関する業務

満足度 125%

中止

３B体操でのびのびストレッチ

ご近所先生企画講座
日々を健康に生きるための気功
術

こどもまつり 参加者数 151%

104%

こども広場 参加者数

ほぼ当初の計画ど
おり実施することが
できた。また、講座
終了後のアンケート
調査の結果、理解
度・満足度とも良好
な結果を得ることが
できた。
今後ともより一層区
民にとって魅力のあ
る講座へ繋げてい
きたい。

初めての韓国語 満足度

事業名 成果指標

講座名 成果指標 達成率

中止

ー

134%

参加者数

成果指標

区民ｷﾞｬﾗﾘｰていね自由開放

手稲区民新春囲碁大会

達成率

参加者数

— —

手稲文化祭 参加者数 63%

ジャズで彩る昭和歌謡

事業名

ほぼ当初の計画ど
おり実施することが
できた。また、区内
の関係団体との連
携・共催事業を積極
的に開催した。

計８事業

参加者数

96%

囲碁・将棋自由開
放はコロナ禍前に
比して参加者数が
減少しているもの
の、引き続き地域の
コミュニティの場とし
て、また空き室の有
効利用や利用促進
に繋げていけるよう
にしたい。

・計画通りに事
業、講座を実施し
ており、理解度・
満足度はいずれ
も高く、利用者の
ニーズを考慮し実
施できている点に
ついて評価でき
る。

6
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▽　利用件数等 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▽　不承認０件、　取消し０件、　減免０件、　還付2８件

▽　利用促進の取組

・利用件数等は上
昇傾向にあり、概
ね要求水準を満
たしている。

・サークル数の減
少など利用増加を
図ることが容易で
はない状況下に
おいて、利用促進
に尽力している点
について評価でき
る。

47.9

404

（5）施設利用
に関する業
務

31,629 36,656

稼働率(％) 54.7

57.5

和　　室

（２　室）

件数(件) 1,104

1,139 1,231

人数(人） 14,201 14,201 15,900

5,548 5,548 6,189件数(件)

54.7 57.9

合計 81,140 100,304人数(人） 81,140

31,629

ホール

40.4稼働率(％)

59.157.5

60.0

料理実習室

視聴覚室

件数(件) 1,139

56.1

404

33,28324,220

509

56.1 57.8稼働率(％)

3,131

稼働率(％)

2,901件数(件)
会議室

（第１～第5）

40.4

・平等利用
　申込みが重複した際には抽選を行い、落選者には他の
空室を必ず紹介して、サークル活動をサポートするなど平
等利用に努めた。
　
・サークル案内板
　施設の貸室を定期的に利用するサークル活動を支援す
るとともに、施設の一層の利用推進に繋げるため、サーク
ル案内板を設置し、当該サークルに関する情報提供を行っ
ている。

24,220人数(人）

件数(件)

貸室の決定は、苦
情やトラブルもなく、
公平・公正性は確
保されている。

1,104 1,318

人数(人） 11,090 11,090 14,465

稼働率(％) 53.6 53.6

人数(人）

R５実績 R６計画 R６実績 コロナ禍に解散され
たサークルが多い
ため、利用件数等
は飛躍的な回復に
は至らないものの、
徐々に上昇してい
る。今後とも、サー
クル会員募集のサ
ポートや施設PRの
充実等稼働促進に
向けて取り組んでい
きたい。

2,901

7



（別紙１）

▽　広報業務 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

２　自主事業その他

（6）付随業務

・講座や事業は、イベント情報手稲区版に掲載するほか、
チラシやポスターを作成し、館内やJR手稲駅自由通路掲
示板へ掲示した。また、区内まちづくりセンター、地区セン
ターへも配付するとともに、近隣町内会へ回覧を依頼した。
さらに、宅配のフリーマガジン等の各広報媒体に情報提供
するなど、効果的・効率的なPRに努めた。
・R元年度からウェブアクセシビリティに対応したホームペー
ジを公開。区民センターの概要、貸室案内、講座や事業の
実施案内等を行っている。また、 令和２年度には、ウェブア
クセシビリティ方針を策定し、コンテンツのアクセシビリティ
を確保している。
・ロビー及びJR手稲駅自由通路掲示板において、各行政
庁や市民団体の広報ポスターなどを掲示した。

▽物品の貸出業務
・サークル、各団体等がギャラリーや1階ロビーを利用して
活動紹介などの展示を行う場合は、ポール・パネル等を貸
出しその活動をサポートした。
 
▽コピーサービス、窓口案内業務
・サークル活動や来館者の利便性の向上を図るため、コ
ピーサービスを行った。
・区民センター窓口に数多く寄せられる区役所業務に関す
る問合せに対し、可能な限り対応に努めた。

情報発信・受信の
拠点としての役割を
果たすことについて
は、一定の成果を
あげていると考えて
いる。
また、当区民セン
ターは、区役所庁舎
と一体の建物にあ
り、土 ・日も開館し
ていることから、庁
内部署の案内をは
じめ、ごみの収集や
各種相談など、市
民の日常生活に関
わる問合せが多数
寄せられる。区役所
の窓口のひとつで
あるとの心構えを持
ち、適切な情報提
供に努めている。

▽　自主事業

・ていぬ関連グッズの販売
　区制20周年事業で作成された手稲区マスコットキャラクター「ていぬ」の
関連グッズを、ていぬ活用委員会から依頼を受けて、平成22年11月から
窓口販売を実施している。今後も、販売を通して地域のまちづくり、郷土・
ふるさと意識の醸成等に協力していきたい。

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

市内企業等の活用
や福祉施策への配
慮については継続
して実施している。

自主事業の販売手
数料は、区民セン
ターの維持管理等
の費用の一部とし
ている。

・市内企業
　高齢者の雇用対策の推進に寄与するため、札幌市シルバー人材セン
ターに対し、夜間館内案内業務を委託している。物品の購入に当っては、
市内の企業に発注している。
・福祉施策
　印刷物の発注(領収書など)については、市内の福祉施設印刷事業所等
を活用している。また、福祉作業所や障がい者施設が行う区民ロビーで
の物販などに協力している。
　さらに、盲導犬育成募金の募金箱を設置して、区民の協力を呼びかけ
ている。

・仕様書の内容を
いずれも適切に実
施されており、要
求水準を満たして
いる。

・手稲区民セン
ターは、区役所庁
舎と一体の建物で
あり、問い合わせ
も多く寄せられる
中で、様々な状況
にも迅速に対応で
きるよう努めてい
る点について評価
できる。

・手稲区マスコット
キャラクター「てい
ぬ」の関連グッズ
販売に積極的に
取り組み、地域振
興に寄与している
ことは評価でき
る。

8
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３　利用者の満足度

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

実施方
法

貸館の利用は、
サークル活動での
利用が中心ではあ
るが、会議・講座事
業などにも利用され
ている。
区民講座や事業へ
の参加に係る認知
経路については、イ
ベント情報誌、チラ
シ・ポスターなど紙
媒体による経路が
60％以上のウェイト
を占めている。
また職員の接遇
は、毎年高評価を
得ている。

▽　利用者アンケートの結果

・実施期間　:令和７年2月1～20日
・配布対象　:区民センター利用の139団体及び個人
・配布数　　 :356枚
・調査項目　:11項目
・回答数　　 :236人(回収率66.3％）

⑴利用目的:　サークル活動73%  会議16%  講座・事業4%
   その他8% 　無回答2%
⑵利用頻度:　週1回26%  月1回20%  月2～3回32%
　 年数回15%　 初めて3%  その他4%　無回答0%
⑶利用時間帯　:午前48%  午後45%  夜間14%  全日3%
　 その他・無回答1%
⑷区民センターの再利用の希望：ぜひ利用したい71%
　 利用したい25%　 どちらかと言えば利用したい4%
　 どちらでもない・無回答・利用したくない0%
⑸職員の言葉づかいや対応：大変良い69%  良い23%
　 普通4%　すこし悪い・悪い0%  無回答4%
⑹区民講座・事業への参加：参加したことがある36%
　参加したことがない61%  無回答3%
・（⑹で「ある」と答えた方に）知ったきっかけ
　　イベント情報手稲区版52% チラシ・ポスター12%
　　知人の紹介13%　 回覧板9%  ホームページ1%
　　その他1% 　地デジ・アプリ1%　無回答11%
⑺講座・事業に参加への希望：ぜひ参加したい7%
　 参加したい19%  日程,内容によっては参加したい46%
   わからない20%  興味がない3%  無回答2%
⑻参加したい講座や事業内容（数字は人数）
　〔教養・趣味〕料理５、歴史・文学４、麻雀３、
    合唱・楽器（リコーダー、ミュージックベル）３
   防災、原発、英会話、中国語、話し方、スマホ
　パソコン、革製品製作、服のリメイク、社交ダンス
    税・資産運用、ボランティア　各１
    〔体操・野外活動・健康〕　健康9、登山1、
⑼貸室の備品・清掃状況について
 　 非常に良い20%、良い47%、普通25%、悪い1%、
　  非常に悪い0％、無回答7%
⑽利用者登録について
 　 登録して活用している43%、登録しているが使っ
  　ていない3%、知っているが登録していない15%、
　  知らない29%、無回答10％

　

結果概
要

・仕様書の内容を
いずれも適切に実
施されており、要
求水準を満たして
いる。

・職員の接遇に対
しての評価も高
く、利用者に対し
て丁寧な対応を
行っている点につ
いて高く評価す
る。

9
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利用者
からの
意見・要
望とそ
の対応

ヨガマット、スリッ
パ、鏡、カーテンと
いった備品購入に
ついては、財政状
況などを勘案しなが
ら購入等を検討す
る旨回答。利用料
金、利用の優遇化
など、制度全体の
中での検討が必要
な要望は、札幌市
へは伝えるものの
基本的には現行制
度への理解をお願
いする回答とした。

≪貸室利用について≫

⑴貸室全般

・ヨガマットを
・空気清浄機を
・ポットを
・大きなゴミ箱を
・部屋の種類が少ない
・テーブルに墨がついていた。
・空調を早めに

⑵和室

・はまなす清掃を丁寧に
・はまなすにレースのカーテンを
・はまなすの床が軋む
・すずらんの鏡を増やして

⑶ホール

・土足で入れるようにしてほしい。
・スリッパが汚い。
≪貸室利用料金について≫
・キャンセル料を廃止してほしい。
・利用料金値上げ反対
≪貸室申込及び利用方法について≫
・予約は年間・１か月まとめてできるようにしてほしい。
・午後の時間帯を細分化してしてほしい。
・営利団体でも２か月前予約を可能に

・仕様書の内容を
いずれも適切に実
施されており、要
求水準を満たして
いる。

・職員の接遇に対
しての評価も高
く、利用者に対し
て丁寧な対応を
行っている点につ
いて高く評価す
る。

10
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４　収支状況

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

利用料金

自主事業収入

自主事業支出

収入-支出

▽　説明

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

▽　安定経営能力の維持

コロナ禍に起因する
サークル数の減少
等により利用料金
収入は、計画値を
下回ったものの回
復基調にある。
支出については、よ
り一層の経費節減
に努めるとともに、
費用対効果を十分
に検証しながら執
行している。

103 下記のとおり

30

1,191 ▲ 586

0

10,246 10,384 138

23,904 24,534 630

65 98 33

23,874 24,504 630

30

258

1,777

0

0 0 0

　当社団法人は、９区民センターで組織されており、一定の資金を確保し
つつ、相互に連携しながら運営しており、安定した経営能力を維持してい
る。

▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン条
例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

14,600 14,215 ▲ 385

770 1,028

44

25,616 25,627 11

25,681

※利用料金には札幌市からの利用料減収補填を含む。

25,725

▲ 585

0

0

　個人情報の保護については、札幌市個人情報保護条例等に基づき、日
頃から適正な管理を実施している。
　オンブズマンへの対応を要する事例はなく、暴力団や暴力関係者を相
手とする契約は行っていない。
　また、業務執行にあたって、困難事例が生じたときには、札幌市の所管
部局及び当社団本部と速やかに協議をし、対応することとしている。

指定管理業務収入

指定管理費

その他

指定管理業務支出

支出

自主事業による利益還元

法人税等

純利益 0

1,777 1,776 ▲ 1

適 不適

適 不適

指定管理見直し分

Ｒ５年度決算 内容

▲ 585

・利用収入が伸び
悩む中、経費節減
に努めながら利用
者への利益還元
を行っている点は
評価できる。

（千円）

差（決算-計画）Ｒ６年度決算Ｒ６年度計画

▽　収支

項目

収入

【参考】

指定管理業務による利益還元

・利用料金収入が計画額を下回ったことにより、昨年度に続いての赤字計
上となった。
・これに伴い、支出規模も縮小を余儀なくされ、利益還元内容も必要最小
限度の更新にとどまった。

〔指定管理業務による利益還元内容〕
○主な備品等の更新
・はまなす　鏡・・36,300円
・ホール　ドア修理・・36,300円
・ホール　コードリール・・30,360円

11



（別紙１）

Ⅲ　総合評価

総合評価 来年度以降の重点取組事項

改善指導・指示事項

総合評価 改善指導・指示事項

全体として、適切な施設運営が行われていると認められ
る。
計画された講座は利用者からも大変好評で、高い満足度
を獲得している。これは、利用者のニーズを的確に捉えた
企画によるものと評価できる。
また、職員の窓口対応に対しても継続して高い評価をいた
だいており、日々の丁寧な対応が質の高いサービス提供
と施設全体の信頼感向上に大きく貢献していると考えられ
る。
引き続き、円滑な施設運営等を実施していただきたい。

改善指導事項・指示事項は特になし。

▼コロナ禍に伴う利用サークル数の減少等により、収益に
ついては依然として減収を余儀なくされた。
▼計画していた講座や事業については、好評のうちに実
施することができた。特に秋のジャズコンサートは、コロナ
明けの昨年に続き２年連続SOLD OUTとなった。
▼利用者アンケートにおいて、職員の窓口等の対応等、従
来通り高い評価をいただいた。
▼総じて管理運営にあたっては、大きな問題や混乱なども
なく、安定した運営ができたと考えている。

　今後とも、地域住民が来館しやすく、誰にでも親しまれ
る、地域の交流拠点としての区民センターの確立を目指
すため、次の事項を実践していきたい。
▼利用の推進
　コロナ禍の影響により依然として利用料金収入は苦戦
しているものの、今後は空き室情報の提供、貸室のPR、
集客力の高い講座及び事業の開催などにより利用率
アップを図りたい。
▼魅力ある講座･事業の計画
　アンケート結果の分析等を踏まえた検証、見直しを行う
ことにより、区民からの要望や社会情勢を的確に捉えた
魅力ある企画を多くの方々に提供していきたい。
▼備品更新
利用料金収入の伸び悩みにより、思うような備品更新ま
で至ることができなかったが、少しずつでも更新すること
により、利用者の利便性の向上に努めていきたい。

【指定管理者の自己評価】
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